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職員室から見える校庭の本々は、日に日に緑を増し、隣の畑や電柱が見えなくし、新緑の季節を迎

えたことを感じさせます。毎日、少しずつ枝を伸ばし、葉を大きくしている様子は、子供たちが、日

気あふれる姿の様 じます。

松庵小学校には、手入れをされたたくさんの本々や草花が植えられて 年生が校庭

花びら 水色の部分

もあるよ。」と、絵を見せながら話してくれました。じっくり観察をしたからこその があったので

しょう。別の子が、ビオ の葉が虫に食べられているのを見て
「わ～、 かわいそう。」

れいな蝶になるよ。」と話すと「花を守るか。蝶を守るか。」と考える

姿がありました。この数 日後、「副校長先生ちょっと来て。」と、呼ぶので一緒に行くと
「さなぎにな

ったよ。1と 教えてくれまし あの後、ずつと気にして観察していたのでしょう。その様子を想像す

しい気持ちに りました。また別の日には、6年生の先生が、子供の自主学習ノー トを見せ

てくださいました。1年生のお世話をしたことからお世話をしてもらった 6 ことを思い出し、

相手の 1年生を いや り した様子や気持ちの変化を素直に綴ったもので心が温かい気持ちに包

まれました。

子供たちの |ヨ 頃の様々な様子から、子供たちの心が動 くとき、 ることを強

く感 じます。「自然」や「人」、「文字」、「映像」など様々なところで、 わくわく」

や「どうして ?」、「どうなるの ?」 の気持ちです。この
「学びの種」ともいえる心の動きを、今年も

ご よ ご よ な本物との出会いや人との出会い、体験活動の中でたくさん感じてほし

松庵小学校では、子供たちの「おや ?あれ 学びの種」を なる学びに深められる

ように校内研究として、「目的意識をもち学習に臨 分なりの学び方で る児童の育成」

をすすめています。学習の中で、自分自身の学びを選択し、計画し進め

くらいすすめるか」とういう学習をデザインする力です。

人生 100年時代を生きる子供たちにとって、自分を高め続け学び続けることは、人生を豊かにしま

に、日々の学習の中で、日常 の中で、様々な経験の中で、「学びの種」をたくさん

を広げることになります。

も引き続き、ご理解 。ご協力を いたします。
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